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について行うことになる。  し、   
ところが数日後、関学から、「それは肯定側の方が不利ですよねo」と一言0「なんでテーマを有利不  
利でかたづけんねん！」と内心思いながらも「まいっか」という感じでIMF擁護の立場をとることを  
●●● 決定する。実はこの一言は関学のディベートに対する考え方を象徴的にあらわしている0しかしこの時  
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後輩たちへ   
関学とのインゼミをまとめてきた経験から、来年以降のインゼミのためにひとつだけアドバイスをし  
たい。それは相手のインゼミ委員との連絡を密にとることである。   
今年の経験から、まず相手とのディベートに対する考え方がまったく異なることが明らかになったと  
思う。歩みよりは出来ないかもしれないが、どのような議論がしたいか、こちらのスタンスをはっきり  
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テーマ：韓国に対するIMFの処方箋は正しかったか？  
IMFの処方箋はどういった点で評価され、あるいは批判されるのか、当日なされた主な議論を私見を交  




























































発もあって交渉は難航している。   
どこまでがIMFの政策でどこからが政府の政策かがあいまいなので、肯定、否定側ともに、論点に  
しづらいところであった。  
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労働市場の柔軟性確保  





























と、言いかえれば自由化のスピードと順序を間違えたことにあるのではないか0   
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